
令和８ 年 4 月 14 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所: 株式会社バリューブックス  検品・クリーニング・値札シール貼りをしている様子

実施日程: 平日の10:00～15:00（休憩1時間）

実施した生産活動・施設外就労の概要:

本の買取・販売を行うバリューブックスの倉庫で

古本の検品・クリーニング・値札シール貼り

廃棄本のごみの分別等を

利用者数: ３名

＜目的＞

 

＜成果＞

地域連携活動のねらい:
障害者に働く機会を提供すること、仕事の切り出しをすることで単純作業の外部へ
の委託ができる、将来的に障害者雇用につながる取り組みとして、倉庫内に作業ス
ペースを作っていただき、上記の作業を請け負わせていただいています。
地域にとってのメリット:
業務を切り出すことによって、従来、社内またはアルバイトで行っていた作業を固
定のメンバーに委託ができていること。社内の障害者雇用への理解が進んだこと。
対象者にとってのメリット:

実施した結果:
当初、古本の検品・クリーニング・値札シール貼りの作業を行っていたが、想定している以上の成果
とスピードで作業を行っているということで評価をいただき、コミック等の販売ルートにのる本等の
クリーニングや、古書の箱詰め、本のカバーの差し替えなど、当初想定していなかった作業もご依頼
いただけるようになった。
得られた成果:
まずは、障害者の仕事の質や成果に対する評価が好転したことが大きい。
課題点:
障害者雇用につながる取り組みを目指しているが、現在の利用者のマインドがそこまで醸成されてい
ない点が課題、

連携した結果に対する意見または評価:
・当初、想定していた作業スピードやクオリティより、高いレベルで仕事をしていただいています。
・今後も、業務の幅を広げ皆さんのステップアップにつながるように調整していきたいと考えています。
・社内の障がい者への理解が進み、障がい者雇用にむけたステップを踏んでいると思います。さらに相互理解を深め、前向きな取り組みとして
進めていければと思います。

今後の連携強化に向けた課題:
・現状、ご依頼いただいている業務に関して、引き続き安定して作業ができるサポートをすること
・障害者雇用に向け、社内見学などは実施していただいているが、仕事体験などで就労した際のイメージを持ってもらえるような取り組みを
行っていきたい
・就労につながった障害者の定着に関するフォローアップ等の連携も強化していきたい

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 バリューブックス株式会社 担当者名 水野様

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 遊心道

住 所 ⾧野県上田市住吉531-2

2010301097

菅野知良

令和７年度電話番号 0268-71-6140

様式１


